
期　日： ２００９年８月２９日（土）、３０日（日）　　　会　場：明治安田こころの健康財団　他（東京都豊島区高田３－１９－１０） 
テーマ・定員：　１ ｢家族への心理教育的アプローチ:理論と実際｣ （演習）　２０名　後藤　雅博　　新潟大学医学部保健学科教授
および講師 ：　２　「家族臨床のための面接技法：治療的コミュニケーションの実習」（演習）　１５名　遊佐　安一郎　
(敬称略)　　　　　長谷川病院教育担当・ICU大学院臨床心理学非常勤講師・東京大学大学院心理学非常勤講師
　　　　　　　　　　高橋規子　心理技術研究所所長　 （定員になり次第締め切りますのでホームページなどでご確認願います）
対　　象   ：カウンセリング、個人療法、家族療法の実践をしている方、家族療法の理論の学習をしている方
受 講 料  ：１６，０００円（税込み・昼食は各自でおとり願います）　　　（申込書の該当欄に研修歴、実践歴をご記入願います。）




	
	アドバンスコース１　後藤先生クラス
	アドバンスコース２　遊佐・高橋先生クラス

	8／29（土）
	10：00～12：30
	オリエンテーションおよび講義　（※１）
	オリエンテーションおよび講義　（※２）

	
	13：30～17：00
	演習・実習　①・②
	演習・実習　①・②

	8／30（日）
	9：30～15：30
	演習・実習　③・④　(途中で昼食休憩１時間あり)
	演習・実習　③・④　(途中で昼食休憩１時間あり)

	
	15：45～16：30
	基礎コースを含めた講師陣による対談および質疑・応答


２００９年度　心理臨床講座　７





家族臨床に活かす理論･技法 <アドバンスコース>





後藤　雅博先生クラス　「家族への心理教育的アプローチ：理論と実際」 （演習）　（※１）


現在、心理教育psychoeducationは、統合失調症、気分障害、摂食障害などの精神疾患にとどまらず、ひきこもり、不登校、慢性身体疾患など長期的・慢性的問題を抱える人（本人、家族を問わず）に対して効果的とされています。単なる知識教育ではなく、当事者の経験、体験を尊重しつつ、知識・情報を提供し、日常の困難さへの対処や社会資源の利用法を獲得することを通して、かれらが生活を少しでも楽に送れるようになる、つまりエンパワメントempowermentを目標としているプログラムです。


今回のワークショップでは、家族を対象とした心理教育、中でも家族のグループを対象にした心理教育の進め方についてを中心に、その導入からプログラム構成、グループのすすめ方を学びます。けれども単家族あるいは本人の面接に際しても、心理教育的アプローチによる面接法は有用です。その基本は、「ゆとり」と「つながり」、つまり、「いかに問題との間に距離を置くか（spacing）」と「対等な立場で協働する（collaboration）」であり、それらを促進するやり方について、実践的なロールプレイを通して理解を深めます。　　　　　　　参考テキストなど：「家族教室のすすめ方」（金剛出版）、「実録・家族療法　３人のセラピストによる


家族面接ドキュメント　第１巻　心理教育的アプローチ」（DVD　中島映像製作所）


遊佐安一郎･高橋規子先生クラス　「家族臨床のための面接技法：治療的コミュニケーションの実習」（演習）　（※２）


家族臨床を行っていく上で基本的なことは、臨床家としての理論的立場を越えたところでの、家族構成員一人ひとりを大切にする態度と、家族全体と協力しながらみんなで問題解決していくことができる関係を作っていく姿勢を、実際の臨床場面において、具体的に示していける能力だろうと思います。個々の臨床家の治療に関する理論とそれに基づく実践は、このような能力の前提条件としてしっかり押さえた上で生かされることだと思います。この演習では臨床場面において必要とされる技術を段階的に系統立して学習することができるように工夫された「ヘルピング・スキル」を、Interpersonal Process Recall技法を活用し受講者とのロールプレイのビデオをリアルタイムで再現しながら検討する実習を通じ、家族臨床での応用の仕方を習得することを目的とします。


「ヘルピング・スキル」は、パーソン中心カウンセリングのロジャース（C. Rogers）、カウンセラー教育のカーカフ（R. Carkhuff）、マイクロカウンセリングのアイヴィー（I. Ivey）らの影響を受けた米国の臨床家クララ・ヒル（Clara Hill：”Helping Skills：Facilitating Exploration, Insight, and Action, 2nd, Ed. APA Press, 2004）によって構築された臨床家のための基礎コミュニケーション訓練システムです。この研修システムを応用して家族とのジョイニング、変化の促進、そしてセラピー過程の膠着状態への対応の仕方を、ロールプレイなどを通して学びたいと思っています。そのためにこれから家族臨床をやってみたい方にとっても有意義だと思いますが、特に、家族臨床で苦労した経験のある方の参加を歓迎します。また、カウンセラーや家族療法家の教育研修に関わっている方は、その教育研修の方法の一つのあり方を学習するという意味で歓迎します。


	参考テキストなど：遊佐安一郎著：家族療法入門」、星和書店．


	遊佐安一郎著：「認知行動療法を学ぼう：協働関係構築と動機付けのための基礎技法を学ぶー面接技法の基礎として	のヘルピング・スキルを活用してー」臨床心理学（金剛出版）第7巻6号ｐｐ847-856、2007











プログラム





No．０９５７０





（注）　基礎コースとアドバンスコースの全体構成につきましては、本講座（家族療法）の総合チラシをご覧ください。





臨床心理士資格更新のための研修ワークショップとしての要件が満たされた場合、臨床心理士資格認定協会へ申請いたします。











